









































































［史料Ｂ］明治 8年 7月 10日（『華族会館誌』上巻 91頁）
勝安芳 其旧主家 徳川氏蔵書漢籍四十四部洋書六百二十四部合計三千百四十巻
並に金二千円を寄附す。
［史料Ｃ］明治 13年 2月 21日（『華族会館誌』上巻 295─296頁）
徳川家達 曽て本館に寄附せし書籍中左の書籍は諸家由緒ある書籍なるを以て
返付せん事を申出す。即ち之を聴す。
皇朝戦略編　15 冊　　　　　　　古今鍛冶備考　 7 冊
名節録　　　 3 冊　　　　　　　文選六臣註　　31 冊
































 8.3.16……………… 竹腰正美…………………………… 10円
 8.7.10……………… 徳川家達………………………… 2,000円
 8.11.12……………… 亀井茲監…………………………… 100円
 8.11.14……………… 三条実美以下在官華族 24名…… 2,000円
 8.12.2……………… 柳沢光昭…………………………… 20円
 8.12.9……………… 大谷光尊…………………………… 100円 ＋　9年以降毎年 50円
 8.12.14……………… 松平親良…………………………… 50円
 8.12.17……………… 大給近説…………………………… 50円




































（明治）年．月．日………… 寄贈者…………… 内容…………………………… 部数・冊数
 8.2.25……………… 土方雄志………… 各種洋書（洋書）…………… 30冊
 8.3.21……………… 五条為栄官員…… 儀式録（洋書）……………… 1部
 8.3.30……………… 毛利元敏………… 洋等書………………………… 8部のうち
 8.7.10……………… 徳川氏…………… 漢籍 44部洋書 624部……… 合計 3,140巻
 9.3.17……………… 渡部章綱………… 英仏和会話初篇……………… 500部
 9.3.17……………… 渡部章綱………… 英仏通語……………………… 50部
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 9.10.24…………… 書籍局蔵書数…… 英 1212仏 261独 213………… 1,686冊
　五条為栄官員寄贈の儀式録、渡部章綱寄贈の『英仏和会話初篇』『英仏通語』は実物がそ
れぞれ 1部は 1冊からなる。また（受け入れた書籍を処分していなければ）寄贈の合計が明
治 9年 10月 24日の華族会館書籍局の蔵書数 1,686冊を上回ることはありえない。以上を前
提条件とすると、徳川家寄贈洋書（624部）は下記のとおり 1,105冊より少ないことになる。

































　日記には徳川家から華族会館への寄付の顛末が記録されていた。以下、明治 7年 12月 30
日から明治 9年 8月 29日までの日記と「戊辰以来会計荒増」から、関係がある部分を抜き
出した。警察に監視され、日記を押収されたこともある21）なかで書き残された箇条書きの
羅列のような記録であるが、列記すると詳しい経緯が見えてくる。
『勝海舟日記』より抜粋　（『勝海舟全集』第 19巻 515頁、第 20巻 4─85頁）
明治 7 年 12 月 30 日　尾崎三郎、書籍館〔図書館〕の話これあり、承知いたし遣わす。
明治 7 年 12 月 31 日　溝口へ…並びに書籍館出金の事等談ず。
明治 8 年 1 月 15 日　 尾崎三郎、書籍館〔図書館のこと〕の談これあり。承知致す。卯三郎、百両持
参並びに跡々の金子、書物にて納むべき旨談ず。
明治 8 年 1 月 18 日　金崎三郎22）、華族方書籍館の儀につき同道。
明治 8 年 1 月 19 日　溝口へ三位殿より、華族書籍館へ献金二千円、書物千部相納むべき旨 ､ 相談。
明治 8 年 1 月 20 日　尾崎三郎、同人へ華族書籍館建設の儀につき一書を差し出す。尤同人頼みなり。
明治 8 年 1 月 22 日　卯三郎、書目持参。
明治 8 年 1 月 27 日　尾崎三郎。
明治 8 年 2 月 7 日　華族会館よりたいご〔醍醐〕忠広、三位殿、納金納書の返書持参。
明治 8 年 2 月 13 日　卯三郎、書物の事申し談ず。
明治 8 年 2 月 19 日　卯三郎、書目帳持参。
明治 8 年 3 月 5 日　尾崎三郎。
明治 8 年 3 月 8 日　瑞穂屋の書籍千両の上、今百両、中村返金にて相払い申すべき旨話し置く。
明治 8 年 3 月 10 日　瑞穂屋より洋書来る。
明治 8 年 3 月 12 日　溝口へ屏風の事、書物の事談ず。
明治 8 年 3 月 15 日　卯三郎、書目持参。
明治 8 年 3 月 18 日　卯三郎へ百両渡す。
明治 8 年 3 月 22 日　徳川家へ西洋書渡す。
明治 8 年 3 月 28 日　尾崎三郎。
明治 8 年 4 月 5 日　駒井竹所、御向へ書籍残らず相送る。
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明治 8 年 4 月 8 日　尾崎三郎。
明治 8 年 4 月 11 日　尾崎三郎。
明治 8 年 5 月 4 日　尾崎三郎。
明治 8 年 5 月 24 日　尾崎三郎。
明治 8 年 6 月 6 日　尾崎三郎。
明治 8 年 6 月 10 日　尾崎三郎。
明治 8 年 6 月 14 日　尾崎、…。
明治 8 年 7 月 2 日　立花観従、京極従五位、華族会館納本の儀につき、壬生基修、 口上申し聞く。
明治 8 年 7 月 2 日　 溝口之勝、華族会館へ納金、並びに納本の儀、当十日に納め方取り斗りの儀申
し談ず。
明治 8 年 7 月 10 日　華族会館へ三位殿より金二千両、洋漢書籍二千余巻相納む。（前引［史料Ｅ］）
明治 8 年 8 月 12 日　尾崎三郎。
明治 8 年 9 月 21 日　尾崎三郎。
明治 8 年 10 月 28 日　尾崎三郎へ行く。
明治 8 年 10 月 30 日　尾崎三郎。
明治 8 年 11 月 8 日　尾崎三郎、…。
明治 8 年 12 月 16 日　尾崎三郎。
明治 9 年 1 月 21 日　尾崎三郎。
明治 9 年 2 月 28 日　尾崎三郎、…。
明治 9 年 5 月 18 日　尾崎三郎
明治 9 年 7 月 1 日　尾崎三郎。
明治 9 年 8 月 3 日　尾崎三郎、明後日北海道へ出立の暇乞い。
明治 9 年 8 月 10 日　貴志忠孝23）、会館へ御書籍金子御差し出しの節、返答尋ねらる。
明治 9 年 8 月 11 日　 嵯峨殿 ､…所存を申し述ぶ。其他会館へ三位殿より先年献金取戻しの事これあ
る旨 ､ 内話。
明治 9 年 8 月 11 日　 貴志氏、会館金□取戻しの事は御布告に従い池田部長へ承合の上の儀、詰り如
何にても宜しき旨申し聞けらる。
明治 9 年 8 月 29 日　溝口勝如、会館へ二千両再納の儀、並びに…云々話 ､ 談これあり。
「戊辰以来会計荒増」　（『勝海舟全集』　第 21巻　590頁、594頁）
明治 7 年 4 月 9 日　四百円　　瑞穂屋卯三郎。此分書籍にて返納、学集院御納本。
明治 7 年 4 月 23 日　七百円　　瑞穂屋卯三郎。此分後書籍にて返上、学集院御納の分。







































　 7月 2 日には立花観従、京極従五位が訪れて、壬生基修（ 5月から華族会館副館長。館
長職は空席）の口上を述べる。





































明治 8 年 1 月 18 日　鉱山寮の建屋 1 件。伊藤博文へ行く。不在。
明治 8 年 1 月 19 日　 伊藤参議、鉱山寮の建物、旧知事へ払下げの事相談、承知の旨。本日、大坂へ
出張につき、帰府、猶相談の旨返答これあり。
明治 8 年 1 月 21 日　大久保一翁37）、華族館地所の事、其外…頼む。

















































































































ることにする。乾坤 2冊からなり、中身は罫紙 81枚、記載件数は 479件である。
　記載項目は年月・寄贈者名／購入・号・番、改行して書名・冊数である（図 4、5参照）。
日付は明治 7年 4月から 9年 12月まで。それに学習院設立後の明治 11年 9月分 4件と明治






　『史記』は下巻（坤）の全 49葉中、第 33葉前半の最後の行に記されている（図 5 参照）。
また目録の『白氏文集』は赤線で消して「13年 3月 11日戻す」と書き加えられている（図
4参照）のが、『華族会館誌』明治 13年 2月 21日の欄に徳川宗家に戻したとあるのと符合







(『蔵書目録』学習院　乾　第 5 葉 )
















































































































































































































































































⑧続いて実物を調査した。「明治 13年 3月 11日戻す」と朱書されたものの所在も確認し
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た。（戻されなかったのか、同一書名の別の本と差し替えられたかは不明。）
⑨調査の結果『華族会館寄贈図書目録』に（a）「明治 13年 3月 11日戻す」と朱書された
もの、（b）「徳川家寄附」と記載されているもの（誤記分 5件を除く）、（c）明治 8年 7
月「寄附」と記載されていて実物に「養賢閣図書記」または「杉阪氏蔵書」と押印され
ているものは、徳川家寄贈図書であると判断し、特定した。54件、1142冊となった。
　『華族会館誌』の「漢籍 44部」との差は「十三経」をまとめて 1件とするか 13件とする
か等の違いと考えられる。
学習院に寄贈された徳川宗家旧蔵和漢書（内訳）
蔵書印＝「養賢閣図書記」 9 件 277冊
蔵書印＝「杉阪氏蔵書」 30件 508冊

























　なお、徳川家達は明治 10年から 15年まで従者 4人を伴ってイギリスへ留学し、将軍家跡
継ぎとして厚遇されたという63）。帰国後は第 4代貴族院議長として 30年間（明治 36年





























から、各地方に分散していた諸侯は（明治 4年 7月 14日の廃藩置県後は旧藩知事も）東京
在住を命じられ、公卿も東京移住を奨励された。この中央集権政策によって諸侯の地位は激
変した76）。































　こうして、明治 7年 6月 1日、永田町の旧二本松藩邸に於いて86）華族会館創立総会は開
かれた87）。
　翌明治 8年 10月 7日の臨幸の際に下された勅語により三条、岩倉両大臣が華族の総元締
として華族会館に臨むことになり、会館は私立から準官立となったといわれる88）。
　同年 11月には華族会館章程が定められ、館内は分局 ･学務局 ･書籍局 ･司計局 ･庶務局
の 5局となった。その後学務局が発展して華族学校 ､すなわち学習院が設立されることにな
った89）。










































　その間の明治 8年 7月 10日、もとの大名と公家からなる華族会館宛に旧支配者・徳川宗







































堪え難きに堪え ､ 忍ぶべからざるを忍び ､ 以て今日に及べり。






























































































した翻刻版を「江戸東京博物館史料叢書」として刊行中（明治 3年 10月 24日分まで出版済）。
完結が待たれる。それとは別に、全期間を網羅する翻刻版が勁草書房版『勝海舟全集』第 18─21
巻として 1972─1973年に出版された。





ヨークで入手した日付・サイン入りの図書が含まれている（Henry Wilson, History of the Rise and 



































井竹所は明治 3年 4年（当時海舟は静岡に滞在中）と 8年 4月 2日、4月 5日、9年 1月 24日、
10年 1月 7日と、11年 8月以降は度々、海舟の日記に登場する。（日記にほとんど登場しない明
治 5年以降 11年 8月まで駒井は静岡在住か。）
34）『尾崎三良自叙略伝』上巻　151頁。
35）明治 3年閏 10月 1日に定められ家禄の制で、徳川家の家禄は約 2万 1千石となった。（家禄二
一、〇二一石、明治 5年から 7年 3カ年平均の石代相場は五円三七〇一四、金禄元高一一二、
八八五円七一二九四。それを根拠に徳川宗家は明治 9年、五六万四千四百二十八円五六銭四厘
七毛の金禄公債を受けた）（辻達也「明治維新後の徳川宗家」〈『専修人文論集』60号、1997年、
77、84頁〉）。旧禄高による割当に関しては、明治 8年 12月 5日華族に頒布された「華族会館章













（金禄 11万 2千円の 10分の 1、約 1万円か）をしたことが伺える。また、「其数を減除すへし」
という但し書に従って徳川宗家が寄附金分二千円を取戻そうとした可能性が考えられる。しか
し華族会館は、明治 9年 2月 2日、「〔徳大寺〕実則及ひ山内豊誠客歳書籍局を開くの際既に資
本金額の 4分 1を納し、今又其 4分 1を減却せすして更に全額を納し客歳既納の金は額外の寄附
176
となす」とあり（『華族会館誌』上巻 131頁）、寄附を拒んではいない。その事実を 8月 11日の
嵯峨殿との内話で知らされて、徳川家側は再度納付することを検討したのではないだろうか。
なお、『法令全書』明治 2己巳年 第五百四拾四 六月十七日（沙）の〔参照〕として藩知事表が
記載されている（『明治 2年法令全書』〈内閣官報局、明治 20年〉221─229頁）。（金沢藩、鹿児































記』（唐本）他の 13年 4月徳川茂栄寄贈本や、『西南慰労巡廻日誌』などとなり、明治 7年から
10年ごろまでの華族会館の動きが反映されているようにおもわれる。
46）華族会館の前身「通欵社」（明治 6年末結成）の初代会頭として書籍館建設を提案していた



















































57）『勝海舟日記』 明治元年 12月 15日、2年 5月 14日、8月 29日、9月 1日～ 5日、9年 9月 5日、
9月 12日の項（『勝海舟全集』第 19巻所収、131、159、183、184、185頁、第 20巻所収、87、89
頁）参照。





62）保科・前掲書、29頁、『勝海舟日記』明治 4年 9月 24日、明治 5年 3月 13日、4月 17日の項
（『勝海舟全集』第 19巻所収、353、381、386頁）。
63）『読売新聞』1877（明治 10）年 11月 27日朝刊 3面「徳川家達（亀之助）君は英吉利龍動へ着
されて…」他。





66）慶応 4年 9月 8日を以って明治と改元された。
67）前掲『静岡県教育史』通史篇上巻 166─167頁、山下太郎『静岡の歴史と神話』（吉見書店、昭
和 58年）32─34頁。





































ートさせたことが伺える。なお、勉学局は明治 8年 7月 11日に設置された（『華族会館誌』上巻
91頁）。
86）当時の華族会館所在地：1．浅草本願寺（台東区西浅草 1丁目 5番）（明治 7年 2月 6日─4月
12日）。2．工部省所属鉱山寮（丹羽氏旧二本松藩邸）（千代田区永田町 2丁目 4番）（明治 7年
4月 13日─11年 8月 20日。明治 8年 10月 7日明治天皇の行幸に際し、旧藩邸 774坪を特旨を以
て下賜されたが、明治 11年外務省より清国公使館にするため家屋譲渡の要求を受け、移転）。3．




















族会館誌』上巻 122頁）。しかし、明治 9年 2月 17日、「本館各局費用金の月額を定め定額外の
費用を以て役員等を雇用するを禁す」とあり、合計 1500円の内、書籍局は 60円で最も少ない。
（本館即ち上局：750円、学務局：220円、書籍局：60円、司計局：170円、庶務局：300円、総
































104）原文は以下のとおり。“The men who formerly ruled Japan were therefore my associates and advisers 
in Shidz-u-o-ka. But their successors at the Mikado’s capital found themselves unable to manage the 
affairs of government, hitherto left in the hands of the Tycoon.  They had not the practical skill to guide 
the ship of state with steadiness through the troubled waters of political change. 
学習院が所蔵する徳川宗家旧蔵書について
181
　Therefore they sent to Shidz-u-o-ka and called away my friends and my brightest students, assigning 
them important positions at the capital.” （E. Warren Clark, Life and Adventure in Japan （New York, 
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8.7 寄付 2 38-40 毛詩 20 十三経之内 111/2
8.7 寄付 2 38-40 孟子 5 十三経之内 111/2



















8.7 徳川家寄附 9 32 白田草堂集 12 303/14
8.7 徳川家寄附 18 36 文章正宗 23 303/17
8.7 徳川家寄附 31 36 文章達徳録 6 303/14
8.7 徳川家寄附 8 47 白氏文集 25 303/6
寄
附
8.7 寄付 12 30 皇朝戦略編 15 403/1
8.7 寄付 8 30 古今鍛冶備考 7 684/3
8.7 寄付 27 32 韓文起 10 全部焼失 （全部焼失）






8.7 徳川家寄附 1 50 唐文粋 24 冷泉府所 戻し書込み無 303/12
8.7 徳川家寄附 3 31 史記正本 15 （明治天皇） 422/65
8.7 徳川家寄附 10-12 32 三蘇文抄 24 303/18
8.7 徳川家寄附 30 36 文章弁体 12 303/5
8.7 徳川家寄附 15 36 文章規範 2 303/21
8.7 徳川家寄附 3 37 四書匯參 32 112/3
8.7 徳川家寄附 10 44 五礼通考 119 113/62
寄
附
8.7 寄付 14 48 文選 61 滝村 31冊？ 徳川
宗家？
303/10























8.7 徳川家 67 61 三才図会 80 03/44
8.7 徳川家 54 71 山堂肆考 80 03/45
8.7 徳川家 11 82 陳書 13 423/24
8.7 徳川家 47 83 南巡盛典 48 255/2
内訳　蔵書印＝「養賢閣図書記」 9件 277冊
　　　蔵書印＝「杉阪氏蔵書」 30件 508冊
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A Classif ied Catalogue of the Books in the English,French and German Languages of the Tokio Shoseki-kwan 
or Tokio Library.（Tokyo, Tokio Shoseki-kwan, 1876）
以上
ENGLISH SUMMARY
Books from Tokugawa Shogunal Household through Kazoku Kaikan to Gakushuin Library
Atsuko HIROSE
　The Gakushuin University Library owns books which formerly belonged to the Tokugawa Shogunal 
Household. How the present author discovered this fact and why it was unknown to this day are described 
in this report.
　Kazoku Kaikan, or The Peer’s Club, established in 1874, planned to have its own library.  Ozaki Saburo, 
the manager of the club, visited Katsu Kaishu for help. Katsu replied that he would make efforts. On 10 
July 1875, his former master, Tokugawa Iesato, contributed 1100 Japanese and Chinese books, over 1000 
books in Western languages, as well as 2000 yen to Kazoku Kaikan. 
　In 1877, Kazoku Kaikan founded Gakushuin, the Peers’ School, transferred its book collection, and 
became Gakushuin Library client. The library collected books for teachers and students, as well as for 
peers, future members of the House of Peers. 
　The author found these facts in Katsu Kaishu’s diary, published between 1972 and 1974; in Kazoku 
Kaikan-shi, published in 1986; and in Ozaki Saburo’s memoirs, published in 1976 and 1977. All items came 
out more than a century after the Meiji Restoration. The victors governed for a long time and delayed the 
publication of their records. During that time, with limited information, we were unable to know what took 
place after the Restoration.
　This library collection reflects various scenes of the early modern history of Japan.
　Key Words: Tokugawa Shogunal Household, Kazoku Kaikan (Peer’s Club), Gakushuin Library, KATSU 
Kaishu, Meiji Restoration.
